
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.１５ 令和５年９月２９日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    
 

 

 

 

 

 

 

 

HPアクセスQRコード 

 

 ９月１４（木）に、延期となっていた運動会の「徒競走の部」のみを無事開催することができました。 

朝から高温で油断できない状況でしたが、熱中指数をこまめに測定しながら短時間で集中し競技を行いま

した。「やっと思う存分走り、仲間と競い合える。」そんな強い思いを持ち、全学年の子供たちがゴールま

で全力で走り切りました。平日、しかも一度の延期を挟んでの開催にもかかわらず、多くの保護者並びに

ご家族の皆様より温かい応援をいただきましたことに深く感謝申し上げます。 

４年生：スタート前の緊張 ６年生：力強いスタートダッシュ！！ 

― 熱中症予防を徹底しながら開催 ― 

２年生：最後まで接戦 

５年生：思わず力が入る中盤 

１年生：初めての７０Ｍ走 

３年生：初めての１００Ｍ走 

賞品のかぼちゃに大喜び 



 

 

 

 

～ 舞台裏「練習や準備」に見られた感動的な姿を紹介します！！ ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校全体の特別支援教育力を高めるために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 特別支援学級在籍児童はもちろん通常学級在籍児童の中にも、日々の学習や生活に困り感等を感じてい

る児童が少なからずいます。そんな子供たちの困り感等に寄り添いながら、持ち味や良さを引き出し価値

づけ、近い将来の社会参加と自立に繋がる特別支援教育を充実させていくことがとても重要です。 

花輪所長による授業通覧 

児童会計画委員会で、スローガンに込め

る思いや願いを真剣に話し合いました。 

３年生が心を込め、ポスター

を描きました。 

５年生は、自分のめあてをじ

っくりと考えました。 

４年生は、ブロック種目の作戦

を立て３年生に伝えました。 

両組とも、繰り返し朝の応援練習に励みました。 

そのため、毎年度２回、ＦＲ教育臨床

研究所の花輪敏男 所長を講師として

招き、教職員の研修会を実施していま

す。今年度は、各学年・学級で取り組

んでいる実践を紹介し合い、今後の授

業作りのポイントを学びました。今後

も小さな実践を積み重ね、子供たちの

成長に繋げていきたいと思います。 教職員研修会 


